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R品rospectives play an impor七ant role in a 80氏ware development exercise of the projecかbased learning 
sもyle. To conduct retrospectives, students have to collect what they did in a project, extract problems based 
their 七a5k records and make a new sugges七ion for project improvement. However) 誌 is dif!ìcul七 for teache目的
accuracy of their 七ask records collected by students. In 七his paper, we propose a software development 
to obtain accurate records in development activities on Daa8 (Desktop as a Service). In a c酪es七udy，
show the examples of task records collected by our environment 












を実際に体験するという形式で行われる ζ とが多い [21. ただ
article is a technical report without peer review. and its polished and/or extended version rnay be published elsewhere 




























いる SDPBL を対象として提案を行う. ム











代表的な振り返り手法として. KPT 法 [4] が提案されているd
KPT 法では，効果があったため引き続き行う己と(1-句，p) .問
題があったので改善すべき己と (Problem). 次回から行いたい

























































































l(b) 終了時刻. l(d) 見積待問. l(e) 総時間，の時聞に関する誤









































本研究において我々は. 2011 年度に 3週間にわたって行われ
SDPBL f開発実践演習」において受講生が行ったタスク記
録を対象として，どのような種類の誤りがどの程度の箪含まれ




チケットの記録にはチケット管理システム fTracJ [11] を
利用しているーまた，本演習で記録されたチケットは 1 グルー










り τrac に記録された全てのチケットに含まれるタスク これらの誤りのうち見積時聞については，受講生の想定した
一 75 一一
表 1 予備実験の結果 r 
記録された 誤り在含むチケット詳細
チケット数 1 タスク情報誤り
(a) (b) ( c) (d) (e) (f) (g) 
Gl 208 18 11 6 4 25 
。 1 
G2 302 16 5 5 10 47 2 
。
G3 270 2 10 1 23 72 
。 1 
G4 242 29 6 3 49 74 
。 l 
G5 182 24 16 。 26 38 6 2 
G6 215 34 8 1 8 36 
。 8 








































(h) (a) (b) 
。 22 4 
2 15 。
。 34 。
l 57 4 
。 19 。
l 8 。





2 。 67(32.2%) 
1 l 88(29.1%) 
。 11112(41.4%) 
。 5 1146(60.3%) 
。 1 83(45.6%) 
9 1 74(34.4%) 



































• OS:Windows XP Professional 32bi七
・ CPU:lntel Xeon 2.4GHz 2 コア




• Java 8E Development Kit 7 Update 5 
• Eclipse IDE Juno for Java EE Developers 
• My8QL Community 8erver 5.5.24 
• Apache Tomc剖 7.0.28
• ManicTime [13J 
• Dropbox [14J 
JDK, Eclipse, My8QL, Apache Tomcat はそれぞれ言語
環境や統合開発環境，データベースサーバにアプリケーシヨン
サーバといったソフトウェア梼発に用いられるソフトウェアで













• Subversion 1.6.11-2 
τ'rac をチケット管理システムとして， Subversion を版管理




























スクの情報を図 3 に示す.タスク情報から，担当者が X であ
り，対象タスクの種類はコ}ドレビューで，作成する成果物が
cl田sA問view.txt であることが分かる 図 2 から被験者 X が
classAreview. txt を作成した時刻が 2012/7/6 13:40 であると
分かる さらに，殴 1 から classAreview.txt ファイルを eclipse
で 13:40 に作成し，聞いている己とが分かるため，己の時刻が
77-
着手時刻である可能性が高いといえる このあと被験者 X は図
2 のログより， 13:5'1まで作業を続け，図 4のログより 13:52 に
コミットし，タスクな終了しているζ とが分かる 図 1 のログ
より，途中で休態を挟んでいる様子も見られないので，タスク
の総時間は約 12 分であったと判断できる
以上の分析より，図 3 のタスク情報は若手時刻が約 20 分遅
れており，終了待刻が 8 分遅れていることが分かる.また，総
時間も実際は 0.2 時宿であるととから， 0.1 時間少ない値が記
録されていたととが分かる
新規ファイル 2012/7/6 13:40 2012/7/6 13:40 0:00:08 eclipse 
classArev児w.txt 2012/7/6 13:40 2012/7/613:41 0:01:23 田lipse
cl国sA.java 2012/7/6 13:41 2012/7/6 13:420:01:11 eclipse 
classAreview.txt 2012/7/6 13:42 2012/7/6 13:45 0:02:37 eclipse 
: (省略)
classA.j田 a 2012/7/6 13:51 2012/7/6 13:51 0:00:06 eclipse 
classAreview.txt 2012/7/613:512012/7/6 13:51 0 ∞紅白li戸e
コミット 2012/7/6 13:51 2 日 12/7/6 13:52 0:00:14 配lip田
classAreview.txt 2012/7/613:52 2012/7/613:520 ∞:28 配lipse
庖 1 L1 被験者 X のアプリケーション操作ログ
パージョン 1 DeveloperX による Added 2012/7/6 13:40 0 byt田
パージョン 2 DeveloperX による Edited 2012/7/6 13:50 27 bytes 
ノミージョン 3 DeveloperX による Edi同d 2012/7/6 13:51 79 byt田
図 2 L2:classAreview.txむのファイル操作ログ
着手時刻 :2012四07-06T14:00 ・ 04+09叩







図 3 L3 若手忘れタスク情報ログ
[伊白 6/Julν/2012 : 13 : 38 : 20司，] Dコevelope町rX upda叫色e /pr印。吋'ject r13 
l「?0佃6川2凹 1臼3:5印0 切「iDe肝v由向凶 u凶a吋叩t川rは1
06/Ju叫1/2012 : 13 : 52 : 05] De肺velope町rXc∞o叩Z訂m叩n江m叫i抗色 r16 
図 4 L4 被験者 X の版管理システム操作ログ
5.4 考察

































(B) (課題番号 24700030) の助成を得た.
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